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事後評価実施箇所 位置図 

林道   諏訪ノ台線 

1 

治山   原  泉 

番号 箇所名 重点 

18 諏訪ノ台線 ○ 

19 原   泉 ○ 

（事後評価件数： 2件） 
（森林局所管） 



平成2６年度 

公共事業事後評価 （林道事業） 

林道 諏訪ノ台線 

交通基盤部 森林局 森林整備課 
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【事業目的】 

①森林整備の促進 

③山村の活性化 

②林業・木材産業の振興 

林道沿線での木材生産 3 



【事業概要】 
事業延長：3,020m 

全  幅  員：4.0m 

受益区域：192ha 
総事業費：430百万円 

4.0ｍ 

4 

事業完了：H20 



【事業の必要性】 

受益区域面積：192ha 

○森林資源の状況 

41年生以上 
165ha 

スギ・ヒノキ林：165ha（86％） 

100% 

森林資源の充実 

資源の循環利用 

受益区域内の森林の状況 
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【事業の効果等】 

○総費用（Ｃ） 7.4億円 

○総便益（Ｂ） 9.4億円 

費用対効果分析（Ｂ/Ｃ）＝ 1.28 

木材生産等便益 2.3億円 
森林整備経費縮減等便益 7.1億円 

          便益計  9.4億円 

6 



【事業の効果等】 
○受益区域内（192ha）における森林整備実績(H7～H24) 

区 分 間伐 計 
延べ面積 137.0ha 137.0ha 
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整備前 整備後 

※受益区域内の 

 約７割 

※作業道延長 L=２，０００ｍ 



【事業実施による環境の変化】 

○木材生産に向けた取組  
・保育間伐から利用間伐への施業方法の転換。 
○計画的かつ適切な森林管理への取組 
・大規模所有者の箱根山組合が中心に森づくり計画を策定。 
○東部農林管内の木材生産量の増加  
・15,600ｍ３（H22) → 27,500ｍ３（H２４） 約1.8倍 

木材生産の状況 
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【対応方針（案）】 

○評価結果 

 効果は十分に発現しており、改善措置の 

  必要はない。 

○今後の課題等 
  ・林道を核にした木材生産の推進 
  

9 

○同種事業への反映等 
  ・三島市による利用間伐推進の取組 
 ・大規模所有者を中心とした森づくり計画 


